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2021年1月18日事務連絡より協会が作成

集
団
指
導
と
集
団
的

個
別
指
導

　
原
則
と
し
て
実
施
す
る
と

し
た
上
で
、
資
料
配
布
や
動

画
配
信
に
よ
る
実
施
を
認
め

た
。
さ
ら
に
、
集
団
的
個
別

指
導
は
、「
令
和
四
年
度
も

引
き
続
き
高
点
数
で
あ
っ
た

保
険
医
療
機
関
等
に
対
し

て
、
令
和
五
年
度
に
お
け
る

高
点
数
を
理
由
と
す
る
個
別

指
導
は
実
施
し
な
い
」
と
明

記
し
た
。

個
別
指
導

　
原
則
実
施
と
し
た
上
で
、

「
高
点
数
の
保
険
医
療
機
関

等
に
対
す
る
個
別
指
導
は
実

施
し
な
い
」
と
し
た
。

新
規
個
別
指
導

　
二
〇
二
〇
年
度
に
実
施
で

き
な
か
っ
た
分
を
含
め
、
原

則
実
施
す
る
と
し
た
。

　
そ
の
他
、
個
別
指
導
の
実

施
に
あ
た
り
、「
三
密
」
と

な
ら
な
い
環
境
の
確
保
や
、

必
要
に
応
じ
た
指
導
時
間
の

短
縮
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19
の

対
応
等
で
指
導
の
対
応
が
困

難
と
の
申
し
出
に
は
実
施
を

延
期
す
る
な
ど
、
厚
生
局
に

柔
軟
な
対
応
を
求
め
て
い

る
。埼

玉
県
運
営
は
配
慮
を

　
厚
労
省
の
方
針
は
全
国
に

向
け
て
発
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出

て
い
る
埼
玉
県
に
お
い
て
は

一
層
の
配
慮
、
感
染
防
止
策

を
講
じ
る
こ
と
が
厚
生
局
指

導
監
査
課
に
は
求
め
ら
れ
よ

う
。

　
指
導
に
選
定
さ
れ
た
場

合
、
指
導
会
場
ま
で
赴
か
ね

ば
な
ら
ず
、
移
動
に
よ
り
感

染
の
危
険
性
が
高
ま
る
。
ま

た
、
昨
年
の
実
施
状
況
か
ら

感
染
対
策
を
講
じ
て
も
「
三

密
」
を
避
け
る
こ
と
が
困
難

な
指
導
会
場
で
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
場
合
、
医
療
機

関
は
診
療
活
動
の
休
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
。
厚
生
局
は

こ
う
し
た
様
々
な
リ
ス
ク
を

考
慮
し
、
救
済
方
法
も
示
し

た
上
で
慎
重
に
対
応
す
べ
き

で
あ
る
。

　
講
習
会
形
式
で
開
催
さ
れ

る
集
団
指
導
・
集
団
的
個
別

指
導
は
、
動
画
配
信
と
資
料

配
付
と
す
る
こ
と
を
早
期
に

決
定
し
医
療
機
関
に
繰
り
返

し
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、

医
療
機
関
は
休
診
体
制
な
ど

か
ら
回
避
で
き
る
。
ま
た
、

高
点
数
に
よ
る
選
定
に
つ
い

て
、
協
会
は
医
療
費
抑
制
策

の
一
環
で
あ
る
こ
と
が
明
白

と
指
摘
し
、
や
め
る
よ
う
訴

え
て
き
た
。
今
回
の
事
務
連

絡
で
「
高
点
数
」
の
位
置
づ

け
が
低
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
い
え
る
。

表）2021 年度指導実施方針（厚労省発表）

高点数個別指導は実施せず厚労省発表
2021年度方針

　
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
国
会

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
特
措
法

や
感
染
症
法
の
改
正
案
が
審

議
さ
れ
て
い
る
。

　
政
府
が
閣
議
決
定
し
た
当

初
案
に
は
入
院
措
置
や
疫
学

調
査
に
応
じ
な
い
場
合
に
、

懲
役
や
罰
金
な
ど
の
刑
事
罰

　
厚
労
省
は
一
月
十
八
日
に
事
務
連
絡
「
令
和
三
年
度
に

お
け
る
指
導
監
査
等
に
つ
い
て
」
を
発
出
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
二
〇
二
一
年
度
の
指
導
の
実
施
方
針
を
示
し
た
。

厚
労
省
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会

出
席
委
員
18
人
の
う
ち

罰
則
に
賛
意
は
３
人
の
み

医療界・国民への
負担や罰則

菅
政
権 

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

「コロナ法改正案」罰則の概要

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
多

く
の
関
係
者
、
与
野
党
議
員

か
ら
も
批
判
の
声
が
高
ま

り
、
懲
役
刑
な
ど
刑
事
罰
は

削
除
さ
れ
る
な
ど
法
案
は
部

分
的
な
修
正
が
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
患
者
の
受
け
入
れ

を
勧
告
さ
れ
た
病
院
が
、
受

け
入
れ
を
拒
否
し
た
場
合
に

は
、
病
院
名
を
公
表
す
る
と

い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
導
入
は

残
り
、
時
短
営
業
に
応
じ
な

い
事
業
者
に
対
す
る
行
政
罰

の
適
用
も
残
さ
れ
た
。

部
会
で
は
罰
則
に
慎
重

な
意
見
が
大
半

　
法
案
を
審
議
す
る
厚
労
省

の
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症

部
会
で
は
、
い
ず
れ
の
罰
則

も
一
月
十
五
日
に
初
め
て
付

さ
れ
、
同
日
に
結
論
が
強
行

さ
れ
た
。
法
案
が
提
出
さ
れ

た
後
に
公
表
さ
れ
た
部
会
の

議
事
録
に
よ
る
と
、
当
日
の

出
席
委
員
一
八
人
の
う
ち
罰

則
の
導
入
に
賛
意
を
示
し
た

の
は
わ
ず
か
三
人
で
あ
っ

た
。

　
保
健
所
の
関
係
者
か
ら

は
、
罰
則
の
適
用
、
判
定
を

保
健
所
が
担
う
こ
と
に
な
り

新
た
な
業
務
拡
大
に
つ
な

が
る
と
反
対
意
見
が
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
学
者
か
ら
は
、

病
院
か
ら
の
脱
走
、
入
院
拒

否
な
ど
の
デ
ー
タ
が
一
切
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
罰
則
を
創

設
す
る
事
実
根
拠
が
示
さ
れ

　
菅
政
権
は
昨
秋
以
降
、
医

療
体
制
へ
の
支
援
・
補
強
策

を
講
じ
る
こ
と
や
コ
ロ
ナ
特

措
法
・
感
染
症
法
改
正
な
ど

感
染
拡
大
に
備
え
る
べ
き
時

期
に
国
会
を
閉
じ
て
い
た
。

　
一
月
に
入
り
爆
発
的
に
感

染
者
数
、
重
症
者
数
が
増
加

し
た
こ
と
か
ら
緊
急
事
態
宣

言
を
発
表
し
、
様
々
な
厳
罰

を
国
民
に
強
い
る
法
案
を
国

会
に
提
案
し
た
。
今
国
会
に

は
そ
の
他
、
七
五
歳
以
上
の

医
療
費
窓
口
負
担
を
一
割
か

ら
二
割
に
引
き
上
げ
る
法
案

等
も
提
出
さ
れ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
な
ど
で
医

療
界
に
更
な
る
負
担
が
か
か

る
中
、
三
月
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
を

強
行
さ
せ
る
（
二
割
負
担
中

止
を
求
め
る
取
り
組
み
二

面
、
ワ
ク
チ
ン
関
連
・
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
関
連
四

面
）。

て
い
な
い
問
題
も
指
摘
さ
れ

た
。
知
事
会
の
代
表
か
ら
は

「
緊
急
提
言
」
と
し
て
罰
則

を
要
請
し
た
も
の
の
、
刑
事

罰
な
ど
の
厳
罰
は
想
定
さ
れ

て
い
な
い
。そ
の
う
え
で「
適

用
に
は
慎
重
で
あ
る
こ
と
を

前
提
と
す
べ
き
」
と
発
言
が

さ
れ
た
。

　
多
く
の
意
見
が
考
慮
さ
れ

ず
に
刑
事
罰
を
含
む
法
案
が

ま
と
め
ら
れ
た
。

学
会
か
ら
も
批
判
の
声
明

　
日
本
医
学
会
連
合
や
公
衆

衛
生
学
会
な
ど
が
緊
急
声
明

を
発
表
。
現
行
感
染
症
法
の

「
前
文
」「
二
条
」
に
定
め
て

い
る
、
我
が
国
が
過
去
の
感

染
症
対
策
で
偏
見
差
別
を
生

ん
だ
こ
と
を
教
訓
と
す
る
こ

と
や
、
人
権
を
尊
重
す
る
こ

と
な
ど
を
あ
げ
な
が
ら
、
政

府
の
拙
速
な
法
案
準
備
に
懸

念
を
表
明
。
罰
則
や
強
制
措

置
は
、
感
染
症
対
策
に
不
可

欠
な
国
民
の
主
体
的
な
協
力

が
得
ら
れ
な
い
と
指
摘
し

た
。

勧
告
に
沿
え
な
い
民
間

病
院
は
名
前
を
公
表

　
民
間
病
院
に
は
そ
れ
ぞ
れ

役
割
が
あ
り
、
診
療
報
酬
の

届
出
に
よ
り
体
制
が
厳
格
に

求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
内

で
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
発
揮

し
て
い
る
。

　
緊
急
対
応
を
目
的
と
す
る

今
回
の
法
改
正
で
、
勧
告
拒

否
に
は
名
前
を
公
開
す
る
と

い
う
規
定
の
導
入
は
、
地
域

医
療
体
制
に
お
け
る
信
頼
関

係
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

の
受
け
入
れ
を
勧
告
す
る
ま

で
に
は
、
各
県
の
医
療
審
議

会
で
協
議
を
す
る
と
い
う
手

続
き
が
踏
ま
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
強
制
的
な
手

法
に
依
ら
な
い
方
途
を
勘
案

す
べ
き
で
撤
回
が
求
め
ら
れ

よ
う
。

　
平
時
に
お
け
る
感
染
症
対

応
の
病
床
整
備
を
怠
っ
て
き

た
国
や
県
は
責
任
も
っ
て
計

画
を
再
考
さ
せ
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

国
民
に
理
解
と
協
力
を
得

る
た
め
に
経
済
補
償
を

　
二
月
以
降
も
緊
急
事
態
宣

言
が
延
長
さ
れ
る
。
逼
迫
す

る
医
療
体
制
に
こ
れ
以
上
の

負
荷
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
た
め

に
、
感
染
拡
大
防
止
に
つ
い

て
国
民
の
理
解
と
協
力
は
欠

か
せ
な
い
。
政
府
は
経
済
的

補
償
対
策
を
至
急
に
講
じ
な

が
ら
、
国
民
か
ら
の
協
力
を

得
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
同

時
に
医
療
機
関
に
も
減
収
補

填
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

「
75
歳
以
上
の

窓
口
負
担
引
き
上
げ
を
中
止
に
」

署
名
取
り
組
み
を
開
始
！

ぜ
ひ
、
一
筆
か
ら
の
ご
協
力
を
！

（
関
連
２
面
、
５
面
）


